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研究情報の名称 新方式による反応熱測定装置の開発 
概要  
 化学プラントでの製造では実験室レベルでの重合反応をスケールアップして行われている。スケー
ルアップには精度の高い反応熱測定が重要な工程となる。現在市販されている反応熱測定装置は高額
で操作方法が複雑なため、本開発研究では従来機器に比べてより使い易く、安価で、かつ高精度な装
置を開発することが目標である。 
本開発研究では反応容器内の反応器内試料温度を高精度に制御し、反応容器内のヒータ消費電力か
ら反応熱を求める入力補償方式と従来の反応容器外側のジャケット部分の冷却水位を手動可変にし
て冷却面積を固定する方式とを併用する。本開発による新しい測定装置は、これまでの冷却面積可変
型の方式では冷却水位を変化させるのに必要であった圧力センサーや比例バルブ等が不要となるの
で大幅な装置コストが削減できる。 
本装置は、反応熱測定装置として高精度の測定ができるとともに、一方では、恒温反応器としても
使用できるなど多用途に用いられる。 
なお、この開発研究は平成 16 年度の「ふくい産学官共同研究推進補助事業」に採択された。 
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